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百
三

一　
　
村
民
総
ぐ
る
み
で
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
ろ
う
と
、
十

　̈
二
月
五
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
青
少
年
健
全
育
成

一　
村
民
集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

一　
　
集
会
に
は
学
校
関
係
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
婦
人
会
な
ど
団
体
関

　̈
係
者
ら
約
百
二
十
人
が
出
席
し
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

で
は
な
い
か
と
い
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員

の
話
や
母
親
が
働
き
に
出
て
子
供

を
放
任
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

ど
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

最
後

に
①

家
庭
、
学
校
、
地
域

の
連
け

い
を

よ
り

一
層
強
め
る
②

明
る
く
健
全
な
家
庭
づ
く
り
を
進

め
る
③
書

少
年

に
有
害
な
社
会
環

境
の
浄
化
活
動
を
推
進
す
る
―

の

三
点
を
進
め
て

い
く

こ
と
を
確
認

研
究
協
議
に
先
立
ち
、
野
辺
地

町
教
育
長
若
山
好
美
さ
ん
が

「青

少
年
健
全
育
成
と
地
域
社
会
の
役

割
」
と
題
し
て
講
描
。
親
と
子
、

教
師
と
生
徒
の
あ
り
方
は
自
然
な

思
い
や
り
の
な
か
一
人
間
関
係
を

保
つ
べ
き
で
あ
る
。
ま
た

「平
等
」

を
は
き
違
い
、
礼
儀
が
失
わ
れ
て

て

一
番
大
切
な
忘
れ
物
を
し
て
い

話
し
、
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

続
い
て
研
究
協
議
に
移
り
、
二

つ
の
部
会
で
話
し
合
い
が
行
わ
れ

社
会
環
境
に
つ
い
て
は
、
都
市
部

と
違

っ
て
有
害
施
設
や
有
害
図
書

の
自
販
機
な
ど
も
な
く
、
そ
れ
ほ

ど
問
題
は
な
い
が
、
あ
い
さ
つ
を

忘
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
子
供
達
が

い
の
で
あ
い
さ
つ
運
動
を
推
進
す

る
た
め
の
モ
デ
ル
地
区
を
設
け
て

全
村
的
に
広
め
、
青
少
年
に
な
ご

や
か
で
明
る
い
社
会
環
境
を
与
え

る
べ
き
―
と
い
う
意
見
が
大
勢
を

一
方
、
学
校
教
育
と
地
域
、
そ

し
て
家
庭
の
役
割
に
つ
い
て
は
、

最
近
、
県
内
各
地
で
中
、
高
校
生

の
非
行
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
波
紋

を
投
げ
か
け
て
い
る
が
、
市
浦
村

の
場
合
も
例
外
で
は
な
い
。
と
に

が
ま
ま
な
生
徒
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
家
庭
で
は
し
つ
け
の
面
に
も

十
人
が
活
発
な
意
見
交
換

ま
た
、
中
学
校
の
寄
宿
舎
は
教
　
　
　
育
少
年
の
主
張
コ
ン
ク
ー
ル
入

育
的
見
地
か
ら
ど
う
な
の
か
―
に
　
　
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

つ
い
て
は
、
厳
然
た
る
目
標
を
持
　
　
　
□
最
優
秀
賞
　
市
浦
中
三
年
亀

っ
た
寮
と
は
違
い
問
題
が
多
い
。
　
　
田
友
治
　
□
優
秀
賞
　
市
浦
中
二

し
か
し
、
非
行
防
止
の
た
め
に
は
　
　
年
中
居
恵
　
□
佳
作
　
金
木
高
相

規
律
や
協
同
の
精
神
を
体
得
さ
せ
　
　
内
分
校
二
年
沢
田
清
文
、
市
浦
中

る
こ
と
も
必
要
だ
し
、
そ
れ
が
健
　
　
一
年
桑
野
砂
織
、
相
内
小
六
年
岡

全
育
成
に
も
つ
な
が
る
。
と
い
う
　
　
本
香
織

６
Ｙ
青
少
年
健
全
育
成
村
民
集
会

青少年の非行 を防ごうと村民が意見交換

表
紙
に
よ
せ
て
―
―
―
―
―
―
―
―
◇

湊
神
社

・
浜
の
明
神
跡

十
三
住
来
に

「浜
の
大
明
神
　
　
を
救
は
ん
為
仮
に
も
瓦
礫
塵
砂

を
拝
し
奉
れ
ば
甍
を
並
べ
玉
饉
　
　
に
身
を
交
へ
風
波
を
海
辺
に
担

立
囲
み
て
厳
か
に
神
殿
の
床
十
　
　
い
て
跡
を
た
れ
給
ふ
こ
と
庭
に

余
丈
遠
く
鳥
居
を
立
て
販
の
間
　
　
悲
願
頼
母
敷
き
霊
地
な
り
」
と

切
石
を
畳
み
て
瑠
璃
殿
に
異
ら
　
　
あ
る
。

ず
、
此
の
明
神
の
本
地
を
尋
ね
　
　
　
長
寛
二
年
甲
申
年

（
一
一
六

奉
れ
ば
東
土
浄
瑠
璃
世
界
の
教
　
　
四
）
安
倍
十
郎
高
恒
が
十
三
浜

主
医
王
の
善
誓
跡
を
垂
れ
給
ふ
　
　
の
明
神
に
伊
都
伎
島

⌒巌
島
）

事
歳
久
し
く
十
二
大
願
の
網
を
　
　
神
社
の
分
霊
を
祀
り
平
氏
の
印

法
界
の
海
に
張
り
無
縁
の
群
衆
　
　
許
を
受
け
て
成
棟
し
同
年
十
月

十
二
日
、
浜
の
明
神
に
平
清
盛
、

重
盛
、
教
盛
、
経
盛
は
平
氏
の

安
泰
を
祈

っ
て
発
願
文
を
捧
げ

現
在
、
湊
神
社
の
あ
る
所
が

そ
の
跡
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

か
つ
て
多
く
の
佛
像
が
町
奉
行

の
手
に
よ

っ
て
発
掘
さ
れ
、
い

ま
の
社
は
延
宝
四
年

（
一
六
六

七
）
四
月
建
立
さ
れ
た
も
の
で

十
二
部
落
か
ら
南
へ
四
キ
ロ

の
地
点
に
あ
る
。
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末
社
羽
黒
宮
初
開

年

（寛
文
元
、
西
紀

一
六
六

一
、

去
今
三
二
二
年
前
）
に
十
二
町

中
で
建
立
を
願
い
出
で
、
藩
許

を
得
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

四
代
藩
主
信
政
公
の
時
で
す
。

神
明
宮
の
末
社
に
羽
黒
宮
が
　
　
　
そ
の
規
模
は
狭
小

あ
り
ま
す
。
神
明
宮
神
殿
の
向
　
　
　
神
殿
は
東
西
南
北
三
尺
四
方

か
っ
て
右
手
に
鎮
座
な
さ
っ
て
　
　
と
書
か
れ
て
い
ま
す
か
ら
一
治

ぃ
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
に
足
ら
な
い
も
の
で
、
屋
根

初
蹴
燎
用
囃

弥．‐こ
飢
Ｕ
に
”
浸
」
　
　
御
魏
わ
謄

護‐こ
れ

る っ
な
ぃ
畷
耐
離

。

九
尺
、
南
北
弐
間
と
い
い
ま
す

か
ら
、
約
十
平
米
位
の
規
模
で
、

や
は
り
板
葺
き
と
な
っ
て
い
ま

祭
神
は
ふ
穆
竜
神

こ
の
神
様
の
別
名
を
宇
迦
之

帥
竜
神
と
も
い
い
、
た
缶
浄
居

神

（偽
鶴
神
）、
盤
鶏
鵜
大
神
、

御
父
神
は
須
佐
之
男
命
、
御
母

神
は
れ
た
記
ル
売．
で
す
。
宇ぅ
む

は
食
、
食
物
の
意
味
で
、
上
述

の
ど
の
神
様
も
私
た
ち
人
間
の

食
生
活
に
関
係
を
持
っ
て
い
る

大
食
津
姫
神

の
死
体

か
ら

須
佐
之
男
命
が
、
こ
の
神
様

に
食
物
を
請
う
た
時
、
姫
神
は

物
を
出
し
て
差
し
上
げ
た
の
で
、

命
は
汚
れ
た
食
物
だ
と
い
っ
て

怒
り
の
あ
ま
り
姫
神
を
殺
し
て

死
体
の
頭
か
ら
蚕
、
日
に
稲
種

が
、
耳
に
粟
、
鼻
に
小
豆
、
日

そ
こ
で
、
袖
藤
ル
ト
神
が
こ
れ

ら
を
取

っ
て
種
子
と
し
て
植
え

五
穀
豊
穣
の
神
様
た
ち
な
わ
け

由
緒
あ
る
羽
黒
宮

羽
黒
宮
は
、
古
い
時
代
に
は

羽
黒
権
現
と
い
っ
て
十
二
町
の

字
羽
黒
崎
に
祀
ら
れ
て
い
た
の

菅
江
真
澄
と
い
う
学
者
が
十

二
を
訪
問
し
て
、
「羽
黒
崎
む
か

し
祠
あ
り
し
」
と
、
絵
図
の
註
に

ま
す
。
ま
た
、
羽
黒
崎
湖
岸
東

側
か
ら
沢
山
の
五
輸
塔
の
部
分

品
が
出
土
し
た
り
、
減
水
の
時

に
は
沢
山
の
井
戸
枠
が
姿
を
現

と
の
証
左
に
な
る
の
で
は
な
い

澄
翁
が
「む
か
し
」
と
記
し
た
。

「む
か
し
」
は
何
時
頃
な
の
か

元
年

（
一
三
二

一
、
去
今
六
五

二
年
前
〓
安
倍
宗
季
、
羽
黒
権

現
堂
建
立
」
と
い
う
記
録
も
あ

り
ま
す
の
で
、
鎌
倉
末
期
か
室

町
初
期
ご
ろ
、
羽
黒
山
の
修
験

か
く
、
古
い
由
緒
の
あ
る
神
社

な
わ
け
で
、
明
治
維
新
で

「権

現
」
の
号
が
廃
せ
ら
れ
た
の
で

「宮
」
号
に
な

っ
た
も
の
と
思

ま
た
、
福
島
城
の
支
城
に
羽

黒
館
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
位

わ
れ
ま
す
。
（十
二
村
郷
土
史
参

照
）

>49く

②

せ

の

部

魯
の
恭
ァ
、
三
麟
漁
れ
れ
ば
き

れ
い
だ
　
流
れ
る
水
は
自
浄
作
用

染
し
て
お
り
、
泊
浄
作
用
が
な
く

急
ぐ
男
と
は
だ
が
る
女
は
金
ネ

な
ら
ぬ
　
男
は
沈
着
に
、
女
は
優

雅
で
あ
れ
と
い
う
意
。

撤
句く
よ
リ
ル
の
日し
　
節
句
の
日

前

日

に
ご

馳

走

に
な

る

方

が

一
段

と
味
わ
い
が
あ
る
。

凱
な
い
喘
の
枠
秘
み
　
常
に
横

帰
勝
ぢ
静
藤
静
ぢ
　
先
に
勝
っ

て

も

終

り

に
負

け

る

こ

と

も

あ

る

鐵
コ
ど
れ

つ
た
な
い
輝
ァ
熙
ネ

金
、
そ
の
金
が
な
い
よ
う
で
は
話

先
生
、
馬
の
皮
は
ぎ
　
教
師
を

搬
驚
ア
斜
肺
だ
ば
熟
ア
島
サ
お

が
る
　
中
心
と
な
る
統
率
者
が
な

尻
サ
ロ
薬
　
見
当
違
い
の
意
。
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私
の
だ
庁
彦
―
―
―
―
】

ジ

ョ

ギ

ン

グ

で

健

康

を

保

持

　

　

　

を

締

配

″

当

分

の

間

、

小

学

校

の

早

朝

マ
ラ

ソ

ン

に
も

加

　

　

こ

の

た

め

か

、

健

康

診

断

を

し

て
も

ど

こ
も

わ

り

ま

し

た

が

、

こ

の

頃

は

雨

の

日

以
外

欠

か

　

異

常

が

な

く

毎

年

風

邪

も

ひ

か

な

く

な

り

、

健

り
無
理
し
て
も
逆
効
果
に
な
る
の
で
今
年
の
三

月
か
ら
毎
週
火
曜
と
金
曜
日
の
二
回
走
る
こ
と

中 島 成 雄 さん

(十三郵便局長・56歳 )

公
民
館
長
を
引
き
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
、

朝
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を

一
般
に
呼
び
か
け
ま
し
た

気

持
良

く

心

か

ら

満

足

感

を

味

わ

っ
て

い
ま

十

雨

や

吹

雪

の

日

は

走

れ

ま

せ

ん

が

、

そ

れ

チ
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者65人 に対し合格者は31 1
人で合格率は47%と 低く、|

これまでの最低でしたが、
|

んが 1級 に合格 しました。|

□ 1級  亀田綾子 |十  1
三小) □ 2級 松江賀 |

(脇 元小)      |
□ 3級 亀田幸子 (十 三

|

小)棟方全超、佐藤恵久 | 本荘千登世 (十 二小 )、 九

亀田さん 1級に

お知 らせ

■雇用保険認定日

毎週水曜日です

■青森県最低賃金

2,858円 に改定

■「弥生時代の青森」

Ｅ
ロ
ピ
丁

免

許

証

の

郵

送

交

付

に

つ

い

て

み
な
さ
ん
、
免
許
証
の
郵
送
交

い
ま
ま
で
免
許
証
の
更
新
で
何
回

も
警
察
署
に
足
を
運
ん
で
い
た
こ

こ
れ
か
ら
は
、
優
良
運
転
者
（過

去
三
年
間
無
事
故
無
違
反
の
方
）

方
に
は
、
免
許
証
を
郵
送
し
ま
す
。

更
新
免
許
証
の
郵
送
希
望
の
方
は
、

免
許
証
が
確
実
に
配
達
さ
れ
る
よ

と
、
受
付
す
る
安
全
協
会
職
員
に

消
し
、
ま
た
は
停
止
処
分
に
該
当

し
、
処
分
の
執
行
が
終
っ
て
い
な

佐々木 勉
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(対 象・妊娠届出者)

(対象・ 2～ 4カ 月児)

年末年始のゴミ収集

年 末年 始 の休 診

犬の放し飼いはやめよう

三和秀夫 さん 2女 (脇元)

佳澄ちゃん (1歳 )

三
浦
　
　
愛
　
（相
内
）
　
春
夫

後
藤
　
裕
二
　
（磯
松
）
　
武
吉

小
川
　
　
優
　
（相
内
）　
　
昇

木
村
　
友
紀
　
（相
内
）

弘
逸

い
つ
ま
で
も
お
し
お
わ
せ
に

（島藤佳畑「　一口　鰤一

（時聾岡日録　一口　渕一

（椰科富議郵　一赫　幌一

（臨柿　軒神　一肝海」一

（秘』　舷蘇　一結　疇一

（様榊　育一秘　一悧
「一

三満くぃ静申
⌒しはげは「３．歳

藤田　嘉志　（磯　松）５９歳

″:|:;;;,,,ウ リ,,,7::iilll夕 才|||||||||||ll,
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日
本
人
は
塩
味
好
き

の
人
々
に
比
べ
、
食
塩
を
多
く

摂
取
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
き

最

低

必

要

量

は

３

９

の
食

塩

の

最

低

必

要

量

は

、

お

い
ま

す

。

つ
ま

り

、

塩

分

は

、

人

間

の
体

に

と

っ
て
欠

か

せ
な

い
も

の

で

す

が

、

激

し

い
肉

体

グ
ラ
ム
も
取
っ
て
お
り
、
厚
生

加

工
食
品
に
多

い
塩
分

食
品
や
調
理
済
み
の
加
工
食
品

塩

分

の

代

り

に

酢

を

は

、

味

付

け

を

薄

め

に
す

る

と

ど

を

毎

日
食

べ

る
習

慣

を

な

く

し

、

塩

分

の
代

わ

り

に
酢

を

味

し

て
、

塩

分

を

控

え

る

よ

う

に

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
主
食
で
あ
　
　
労
働
を
す
る
人
な
ど
特
定
の
仕

こ
や
み
そ
汁
を
よ
く
食
べ
る
上
　
　
あ
ま
り
多
く
取
る
必
要
は
な
い

て
食
べ
る
と
∵
つ
日
本
人
の
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